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主 論 文 題 名： 

シニシズムへの抵抗戦略としての物質記号論――中国広東省梅州市における香花仏教の

民族誌 

 

（内容の要旨） 

本論は中国広東省梅州市におけるローカルな仏教集団・香花仏教を対象とした民族誌

であり、民族誌記述の中から、権力者が特定の現実を構築する力と、権力者によって規

定された現実以外の世界のあり方について、物質記号論（Material Semiotics）の立場

から理論的に考察する。筆者は 2016年春から３年間、さらに 2021年から 2023年 3月

まで、中国広東省梅州市の梅県区と梅江区における香花廟を含む複数の宗教や民間信仰

の施設を中心に、長期的フィールドワークと断続的な調査を合わせて実施してきた。本

論で取り上げるフィールドデータは、それによって得られた成果である。  

香花仏教（略称「香花」）は梅州市の都市部と農村部で活躍している厄払い儀礼や葬

儀の専門家によって担われている宗教集団である。香花仏教の職能者、いわゆる香花法

師たちは、自らを仏教徒であると一貫して主張したものの、彼／彼女らの自認は政府に

認められなかった。「迷信」とみなされた香花仏教は、地方政府や政府が作った仏教機

関によって何度も抑圧されてきた経験があるが、2000年代以降、ようやく「地方仏教」

の名義で政府に特別に認定された。以上の歴史的過程において、香花仏教は自らの存続

のため、様々な生存戦略を取り、仏教としての身分を公的にアピールし、自らを合理的、

合法的な宗教と位置づけようとした。こうした近代以降の香花をめぐる歴史的出来事や

香花法師たちの戦略と現状を描写することが本論の民族誌的意義である。  

筆者の関心の一つは、香花に対する施策がどのような政治経済的な背景のもとで、ど

のように決められるのか、また、国家の介入と承認に巻き込まれている香花の人々が、

どのような形で国家のイデオロギーを受け取り、国家に対してどのような感情、態度と

想像力を持ちながら、自らの主体を構築していくのか、ということにある。本論におい

て、筆者は香花に関する諸施策のあり方、香花に対する官僚たちの態度、国家やイデオ

ロギーに対する香花の人々の接し方に対する分析を通して、いずれの局面においても、

シニシズム的姿勢が体現されていると指摘した。つまり、統治するものと統治されるも

のは、いずれも表象／形式と、現実／中身のギャップを知っているが、現状を変えよう

とせず、表象や形式を維持しようとしている。この場合、シニシズムの人々の姿勢に 
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よってシニシズムの政治が現れてくる、といえるのである。  

筆者のもう一つの関心は、宗教職能者としての香花法師たちの日常生活における不可

視な霊的存在や力（大地の力、死者の霊、動物霊、神々、仏など）とのやり取りをめぐ

る神霊観と信仰的実践にある。香花法師たちの信仰的実践は、国家によって「迷信」視

され、抑圧と遮断の対象となっているが、その存続は地方の信者たちの信仰心、または

物質面や金銭面の支援によって支えられている。中華人民共和国建国以降、霊的存在へ

アプローチする実践を取り締まるための政策と社会運動は繰り返されてきているが、そ

の効果は限定的である。とりわけ改革開放以降、一時的に表面上では見えなくなってい

た信仰実践が、またたく間に中国全域において復活あるいは新たに興隆するようになり、

かつてない規模までに発展するようになった。そこで筆者は、人間と霊的存在との関係

が根強く存続している理由を探るとともに、民間信仰における宇宙観のメカニズムの解

明を目指した。  

香花法師と信者たちの信仰実践に対する記述と分析を通じて本論で主張したいのは、

人間と霊的存在が相互に影響し合うような民間信仰の宇宙観の本質は、人間と霊的存在

と諸物質との相互関係によって構成されるモノたちのネットワーク（諸々のモノたちの

連関）にあるということである。こうした人間を含むモノたちのネットワークにおいて、

人間は常に主体的な位置を保つわけではなく、モノやモノに潜んでいる霊的な存在や不

可視な力が主体となって、予期されない形で人々に呼びかけながら、霊的世界を含む新

しい世界の可能性を喚起させようとしている。モノたちの多様な呼びかけに響応し合う

ことを通じて、霊的存在を身体的に感じ取り、世界に対する想像力を膨らませることに

こそ、アニミズムの世界観の存続と更新のダイナミクスの源があると考えられる。この

意味では、人間は物質世界において生きている限り、もしくは人間は物質的身体を持っ

た存在である限りは、人間の手により霊的存在との関係性を遮断することは不可能であ

る。モノたちはいつか予期されない形で人々に呼びかけながら、既存の現実と異なる世

界の可能性＝霊的世界を人々に感じさせるからである。  

強調しなければならないのは、筆者は単に香花をめぐる諸現象を「国家・政治領域に

おけるシニシズム」と「国家以外の霊的存在―人間をめぐるモノたちのネットワーク」

に分けて描写し、それぞれの理論的分析を行うだけではないという点である。本論を通

じて筆者の最終的な目的は、モノを主役・主体とする人類学理論の構築にある。それは、

モノが主導するより豊かな世界の可能性を示すことで、既存の権力者によって作られた

単一の世界のあり方を相対化することである。 

一見してイデオロギーや国家と大衆を土台としたシニシズムの問題系と、人間とモノ

と霊的存在の相関性に着目する物質と宗教の問題系はまったく異なる領域にみえるが、 
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実は両者はともに「物質」という基盤を共有している。従って、物質の視点に立ってみ

れば、後者（物質を介した人間と霊的存在との相関性により開かれる世界の可能性）が

前者（後述するように、統治者が自らの秩序と意志を具象化するための物質的景観＝国

家・政治領域を作り上げ、シニシズムの政治やシニシズムの人々を形成させる）を相対

化する可能性が見えてくる。要するに、香花に対する民族誌的記述を通じて、いかにし

て人々がシニシズムの蔓延している時代において、シニカルに社会を見ながら霊的存在

とのつながりを保っているのか、そして、それらのモノや霊的存在と関わる諸実践はど

のような効果を得ているのか、それがいかにして権力者が作ったシニシズムの政治のず

らしを生むことになるのか、というのが本論の目指すところである。 

以上の理論的背景と研究目的を踏まえ、本論は序論、第一部、第二部と終章に分けて

議論を展開した。 

まず、序論では、本論の理論的関心であるシニシズムおよび物質宗教論に関する文化

人類学の先行研究を物質記号論の視点から整理し、シニシズムや宗教的なるものの定義

を再考する。それを踏まえて、本論の文化人類学における理論的位置づけを明らかにし、

「シニシズムの人類学」という新たな視座を提示するとともに、物質宗教論との関連性

を明確にする。さらに、シニシズムを生き抜く術として「第三の戦略――モノたちの蜂

起」という概念を理論的に提案する。 

第一部では、シニシズムを主題とする。ここでは、モノ研究の視点から香花仏教の実

態を概説した（第一章）上で、近代以降における香花をめぐる政治的出来事を追跡・分

析する。具体的には、香花に関する政策がどのような政治経済的背景のもとで策定され、

現実においてどのように施行されたのかを明らかにする。また、政府内外の異なる目的

や香花に対する異なるまなざしを持つ複数のアクターが、政策の形成にいかに関与した

のかを検討する（第二章）。さらに、香花法師たちがそのような政策に対してどのよう

な生存戦略を取り、政策を策定・施行する主体である国家や地方政府とどのような関係

を築いたのかを分析する（第三章）。加えて、激しい政策の変化に巻き込まれる過程に

おいて、香花法師たちが国家のイデオロギーの言説にいかに接し、それに対する態度が

どのように変化したのか、その変化が彼／彼女らの主体構成にいかなる影響を及ぼした

のかについても検討する（第四章）。 

第二部は、物質記号論（とりわけモノのエージェンシー論や物質宗教論）を主題とす

るが、第一部で論じたシニシズムへの抵抗戦略としても位置づけられる。ここでは、物

質世界において人間が霊的存在を含むモノとの関わりのなかで、モノが人間にいかに呼

びかけ、それによって物質記号システムに規定されない新たな世界の可能性が開かれる 
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のかを論じる。具体的には、香花の宗教実践における三つの場面（第五章・葬儀現場、

第六章・神像に対する取り扱い、第七章・風水実践）から「人間とモノ」の関わりを分

析する。これらの事例から明らかになるのは、モノは人間が主体的であれ受動的であれ、

いかなる状況においても予期しない形で人間の認識や感覚、実践を左右しうるというこ

とである。なぜなら、モノは人間によって完全に制御・予測される対象ではなく、人間

から独立した自律的な主体性を持ち、モノ同士で形成される固有の世界（モノのネット

ワーク）が存在しているからである。このように人間の意図や予測を逸脱するモノの潜

在的な力があるからこそ、モノたちの呼びかけは、既存の認識や主権者によって規定さ

れた世界観を超えることができる。人間がその呼びかけに応答することで、新たな世界

の可能性がそこから立ち現れ、同時に、シニシズムからの脱却の道も見えてくる。 

結論として、モノたちも主権者も、いずれも物質を媒介として人々の物質的身体に呼

びかけ、特定の世界観（あるいは新たな世界の可能性）を身体に植え付け（または意識

させ）ようとする。従って、主権者ではないモノたちによる偶発的な呼びかけに応答す

ることによって、人々が「シニカルな身体」から脱する可能性も生まれる。終章では、

筆者はこの手法を、第一戦略の ANT（アクター・ネットワーク理論）、第二戦略のフェ

ミニスト・物質記号論に続き、物質記号論における「第三の戦略――モノたちの蜂起」

として再提起し、既存の人類学的研究およびフィールドに身を置いた筆者自身の経験を

駆使しつつ、シニシズムの時代を生き抜く術としての「第三の戦略」の多様な可能性を

提示する。 

要するに、本論は梅州における香花仏教の事例を通して、主権者によって構築された

唯物論的世界観と、霊的存在を含む非人間的モノたちが開示する宗教的世界観との相互

交渉のあり方を明らかにし、「第三の戦略――モノたちの蜂起」という応答の可能性を

論じる。 

 


